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第二章では，ブレフェルディン A (BFA) の細胞板形成への効果を検討した。はじめに) BFA の BY-2 細胞のゴル
ジ体に対する影響を調べたところ) 60 分の 20μ 1tl BFA 処理によってコeルジ体は崩壊し，この効果は可逆的である
ことが分かった。分裂中期から BFA 処理を行った場合には細胞板形成は開始されたが，細胞質分裂は完了せず，細
胞は二核になった。分裂前期から BFA 処理を行った場合にはフラグモプラストは形成されたが細胞板は全く形成さ
れなかった。 BFA は，ゴルジ体を崩壊させることにより細胞板形成の材料のフラグモプラストへの供給を回止する
ことによって細胞質分裂を阻害しているものと考えられた。さらに，細胞板の形成が起こらない場合にはフラグモプ
ラストが遠心的に発達しないことが明らかとなったが，この事実は，フラグモプラストの発達と細胞板の形成を同調
的に進行させる調節機構が存在することを強く示唆した。この結果と，第一章で示したフラグモプラストの発達に微
小管の脱重合が必要であることから，発達しつつある細胞板の外縁部がフラグモプラスト微小管の脱重合のためのシ
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グナルを送っているという仮説を提唱した。
論文審査の結果の要旨
安原裕紀君は高等植物細胞の細胞質分裂装置である隔膜形成体における小胞輸送には微小管脱重合は含まれていな
いが，隔膜形成体の発達には微小管脱重合および細胞板形成が必須であることを明らかにした。この成果は植物細胞
質分裂研究に大きな貢献をなすものであり，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるO
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